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資料１ 森田地区新小学校開校に向けた進捗状況 

 

１ 森田地区新小学校整備の経緯                               

 森田地区では、急激な人口増加により森田小学校の大規模校化が進み、子どもたちの教育活動に

支障をきたしている状況が続いていることを踏まえ、福井市学校規模適正化検討委員会により、森

田小学校の 2校化を速やかに進める必要があることが提言された。 

このことを受け、市は北部地域学校規模適正化基本計画を策定し、今後の児童生徒数の推移や施

設の現状など、森田地区の学校規模適正化の方向性を整理しながら、現在の森田中学校を小学校に

改修することにより森田地区の小学校を 2校化すること、森田、河合地区を校区とした新しい中学

校を福井市北体育館東側に整備することを示した。 

 

２ 構想から準備までの流れ                               

 

年月 経過 

平成 27年 1月 
文部科学省から「小・中学校の適正規模・適正配置等に関する手引き」

が示される 

平成 30年 3月 
福井市総合教育会議において、学校規模適正化について協議する必要

性を確認 

令和 2年 5月 
福井市学校規模適正化検討委員会からの提言 

→森田小学校について速やかに 2校への分割を進める必要あり 

令和 2年 10月 
森田小・中学校ＰＴＡ、河合小学校ＰＴＡから要望書を受理 

→（要望内容）現森田中学校をもう一つの森田小学校へ改築 

令和 4年 3月 
北部地域学校規模適正化基本計画策定 

→現森田中学校を小学校へ改修し、森田小学校を 2校に分割する 

令和 4年 11月 
通学区域審議会を開催 

→森田地区の小学校通学区域の変更に関する諮問を行う 

令和 5年 4月 

～令和 6年 3月 
小学校通学区域の変更に関する地元との協議を実施 

令和 6年 3月 
通学区域審議会を開催 

→森田地区の小学校通学区域の変更に関する答申を受ける 

令和 6年 7月 開校準備委員会設置 

 

 

 

 

 

３ 通学区域                                      

  2校化に伴う通学区域の変更にあたっては、森田地区の児童数のピークを令和 17年（2035年）

と推計し、「学びに適した学校規模とすること」「地域コミュニティを考慮し、自治会区域を極力

分割しないこと」「通学路の安全性を確保すること」の 3 点を考慮することとし検討を進めた。

住民説明会やアンケート、地元自治会との協議を重ね、その結果をもとに、令和 6年 3月に開催

された福井市通学区域審議会により、森田小学校の 2校化に伴う通学区域について以下の位置図

のとおりとすべきであるとの答申があった。 

 

 （１）森田地区新小学校の通学区域位置図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （２）小学校 2校化後の児童数予測                    （人） 

 

 

 

 

 

 

※R9～11は R6.2.25時点で居住している児童数を記載（転出入は考慮していない）。 

※R12以降はコーホート変化率法による人口推計に加え、市街化区域内の農地残存率 3.5%を想定して算出。 

 

 （３）通学区域変更後の町名 

小学校区① 

天池町・石盛町・石盛 1～3 丁目・稲多新町・稲多浜町・稲多元町・上野本町 2 丁目・

上野本町 3 丁目（1401～2313 番地）・上森田町・上森田 1～6 丁目・栄町・定正町・

定正 1、2 丁目・下森田町・下森田桜町・下森田新町・下森田藤巻町・下森田本町・

古市町・古市 1～3丁目・八重巻町・八重巻中町・八重巻東町 

小学校区② 
上野本町 1 丁目・上野本町 3 丁目（101～1400 番地）・上野本町 4 丁目・上野本町新・

河合寄安町・栗森町浜・栗森 1、2 丁目・東森田 1～4丁目 

R9
(2027)

R10
(2028)

R11
(2029)

～
R17

(2035)
～

R22
(2040)

～
R27

(2045)
～

R32
(2050)

676 660 654 745 679 625 587

499 525 561 723 685 506 408

区域割案

小学校区①

小学校区②
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４ 現森田中学校、現森田小学校の整備（※福井市北部地域学校規模適正化基本計画より抜粋）                                                      

（１）現森田中学校 

  令和 8年度の九頭竜中学校開校後、現中学校校舎を 1年間閉鎖し、小学校教育に適した改修と

長寿命化改修を行う。 

  また、教職員数の増加を見据えた職員室増築及び自校式給食への移行に伴う給食室増築を併せ

て行う。 

 

 ■長寿命化改修 

・地上４階 改修面積 約４，４３０㎡ 

 （※体育館及び校舎の一部を除く） 

■職員室増築 

・地上１階 増築面積 約４０㎡ 

■給食室増築 

・地上１階 増築面積 約２３０㎡ 

  

 

 

 

 

 

【参考】整備スケジュール 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）現森田小学校 

小学校の 2 校化後、令和 9 年度から 10 年度までの 2 カ年で現小学校校舎の長寿命化改修を行

う。 

 

■長寿命化改修 

・地上３階 改修面積 約３，８０１㎡ 

   （※体育館及び校舎の一部を除く） 

 

※現在使用している仮設校舎については、 

令和 11年度に解体を行い、建築後 60年 

以上経過している西校舎については、児 

童数等の状況を踏まえて、適切なタイミ 

ングで解体する予定。 
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